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2011학년도 대학수학능력시험 문제지

제2외국어/한문영역(일본어Ⅰ)
1. 빈칸에 공통으로 들어갈 글자로 알맞은 것은? [1점]

◦カ  ラ　      ◦ E․  ール

① ノ ② ナ ③ メ ④ ト ⑤ ヌ

2. 밑줄 친 부분의 표기가 옳은 것을 고른 것은?

① (a), (b) ② (a), (c) ③ (b), (c)

④ (b), (d) ⑤ (c), (d)

3. <보기>의 밑줄 친 부분과 발음이 다른 것은?

<보 기>

日本の 料理を 食べる ためには はしが 必要です。

① 予定 ② 用事 ③ 洋服 ④ 様子 ⑤ 日曜日

4. 빈칸에 공통으로 들어갈 말로 가장 알맞은 것은? [1점]

◦田中さんは しんせつで 　　 です。

◦みどりは 目に  色だと 言われて います。

① あまい ② わかい ③ うれしい

④ さびしい ⑤ やさしい

5. 신체 (a)～(d)의 명칭에 들어간 글자를 조합하여 만들 수 없는  

것은?

(b) (d)

(c)

(a)

① 右

② 紙

③ 八

④ 中

⑤ 道

6. 빈칸에 공통으로 들어갈 말로 가장 알맞은 것은?

◦私の 名前は 父が 　　  くれた。

◦明日の 天気 見たいから、テレビ  みて。

① かけて ② ついて ③ つけて

④ とって ⑤ つくって

7. 빈칸 (a)에 들어갈 말로 알맞은 것은? [1점]

(a)

① 明けまして

② 初めまして

③ よい お年を

④ 変わりまして

⑤ お会いできて

8. 학교 알림판이다. 글의 내용으로 알 수 없는 것은? [1점]

*いっせいに : 일제히 

① 선생님의 안내에 따라 움직인다.

② 책상 밑에서 지진이 끝나기를 기다린다.

③ 모두 일제히 밖으로 나가려고 해서는 안 된다.

④ 머리를 다치지 않기 위해 책상 밑으로 들어간다.

⑤ 지진이 일어나면 곧바로 한 사람씩 밖으로 나간다.

9. 글의 내용과 일치하는 것은?

韓国語と 日本語には 体の 名前を 使った 言葉が たくさん あ

る。たとえば、知って いる 人が 多い ことを 日本語では ｢顔が　

広い｣と いうが、韓国語では ｢足が 広い｣と 表現する。また 日

本語の ｢足を あらう｣は 何か 悪い ことを やめると いう 意味だ

が、韓国語では ｢足｣ではなく ｢手｣を 使う。しかし とても かわ

いいと 言いたい 時は、韓国語も 日本語も ｢目に 入れても 痛く 

ない｣と 表現する。中には ｢のどから 手が 出る｣の ように 日本

語だけの 表現も あるが、これは ものが ほしい 気持ちが 強い 

ことを 言う。

① 韓国語の ｢足が 広い｣は よく 歩くと いう 意味だ。

② 日本語の ｢顔が 広い｣は 顔が 大きいと いう 意味だ。

③ ｢目に 入れても 痛くない｣と いう 表現は 韓国語でも 使う。

④ 日本語の ｢のどから 手が 出る｣は のどが 痛いと いう 意味だ。

⑤ おふろに 入りたい 時、日本語では ｢足を あらう｣と 表現する。
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제5교시

(a)

あのう、次の 電車は 

なんぶんですか？

(d)(c)

今 10時ですから、さんぶん、

ろっぷん、じゅうよんぷんです。
(b)

*表現
ひょうげん

: 표현

地震が 起きたら！
じ しん

1. いそいで つくえの 下に 入る

物が 落ちて 頭に けがを するからです。

2. 地震が 終わるのを 待つ

地震は 1分も つづきません。友だちと 大きい 声で 話したり 

動いたり しては いけません。

3. 先生の 案内を 聞く

みんなが いっせいに 外へ 出ようと すると あぶないです。

先生の 話を よく 聞いてから 外に 移りましょう。
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10. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은? [1점]

李 : 日本に 行って 友だちには 会いましたか。

田中 : それが、仕事が いそがしくて 会えなかったんです。

李 : それは 。

① けっこうですが ② ざんねんですね

③ よかったですね ④ おそれいりますが

⑤ ひさしぶりですね

11. 글의 내용과 가장 가까운 우리말 속담은? [1점]

人の 持って いる ものが 自分の ものに 比べて よい ものの 

ように 思われる 時、日本語では ｢となりの しばふは 青い｣と 

いう。 *しばふ : 잔디밭

① 금강산도 식후경 ② 같은 값이면 다홍치마

③ 이웃이 사촌보다 낫다 ④ 남의 손의 떡은 커 보인다

⑤ 고양이한테 생선을 맡기다

12. 빈칸에 들어갈 말로 알맞지 않은 것은?

母 : 先生、子供の ことで ご相談したい ことが あるんですが。

先生 : はい、何でしょう。

母 : お電話では ちょっと……。先生の ご都合の いい 時に

  よろしいでしょうか。

先生 : そうですか。今日の 2時だったら だいじょうぶです。

① 行かれましても ② おじゃましても ③ おたずねしても

④ まいりましても ⑤ おうかがいしても

13. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것만을 <보기>에서 있는 대로 

고른 것은?

 はい、わかりました。

これより 小さい もの、

 　　             　　。

<보 기>

a. 見えませんか b. 見せて ほしいんですが

c. 見せて もらえませんか

① a ② b ③ a, c ④ b, c ⑤ a, b, c 

14. 빈칸에 들어갈 말로 알맞지 않은 것은?

A : 今度の 土曜日、サッカー 見に 行かない？

B : ごめん。土曜日は ちょっと 。

① ひまに なって ② 用事が あって ③ 約束が あって

④ 会議が 入って ⑤ しごとが 入って

15. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것만을 <보기>에서 있는 대로 

고른 것은?

木村 : 田中さんは 今日 来ますか。

鈴木 : たぶん 。

<보 기>

a. 来るでしょう     b. 来ると 思うよ     c. 来ないだろう

① a ② b ③ a, c ④ b, c ⑤ a, b, c

16. 빈칸 (a)에 들어갈 말로 가장 알맞은 것은? [1점]

① 海

② 木

③ 水

④ 空気

⑤ 電気

17. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것을 <보기>에서 고른 것은?

A : よろしかったら、お茶でも 飲みませんか。

B : ええ、 。

<보 기>

a. ぜひ      b. やはり      c. しばらく     d. よろこんで

① a, c ② a, d ③ b, c ④ b, d ⑤ c, d

18. 빈칸에 들어갈 말로 가장 알맞은 것은?

A : バス、なかなか 来ませんね。

B : そうだね。道、こんでるようだね。

A : これじゃ、やくそくに ですね。

① おくれるそう ② まにあいそう

③ まにあうそう ④ おくれなさそう

⑤ まにあいそうもない

19. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것을 <보기>에서 찾아 순서대로 

바르게 배열한 것은?

金 : 。

中村 : いいですね。どちらへ？

金 : それが まだ……。
。

中村 : そうですね。
。

金 : あ、それ いいですね。

<보 기>

a. どこか いい ところ ありますか

b. 秋ですし、京都など どうですか

c. 来週、家族と 出かけようと 思ってるんですが

① a－b—c ② b—a—c ③ b—c—a

④ c—a—b ⑤ c—b—a

◦暑すぎませんか。

◦教室を 出る 前は 必ず 消しましょう。

日本第一高校

みんなの (a) を 大切に！



* 확인 사항

◦답안지의 해당란에 필요한 내용을 정확히 기입(표기)했는지 확인

하시오.

제2외국어/한문영역 15(일본어Ⅰ)

15
24

20. 빈칸에 들어갈 말로 가장 알맞은 것은?

A : あの 時計、おかしく ない？

B : 何が？

A : 今 9時の ニュース やってるのに

    あの 時計、   よ。     

B : そうね。1時間も すすんでるね。

① ちょうど 9時だ ② もう 9時 すぎてる

③ もう 10時 すぎてる ④ まだ 8時に なってる

⑤ まだ 10時に なってない

21. 빈칸에 들어갈 말로 가장 알맞은 것은? [1점]

① 2、3日前

② おととい

③ 帰ってない

④ 昨日 食べたの 

⑤ 野球 終わったら

22. 빈칸에 공통으로 들어갈 말로 알맞은 것은?

あゆみ : 今日の 映画、おもしろかったね。

さおり : そうね。  くれて ありがとう。

あゆみ : 今度は 花子にも  みようか。

さおり : そう しよう。

① 声を かけて ② 心配を して ③ つれて いって

④ いっしょに みて ⑤ 気持ちに なって

23. 빈칸 (a), (b)에 들어갈 말로 가장 알맞은 것은? [1점]

幸子 : もう こんな 時間！ 私、帰らないと。

秋子 : もう すこし (a) で いいんじゃない？

幸子 : ごめん。あした、朝 (b) のよ。じゃね。

(a) (b) (a) (b)

① しっかり － おそい ② ゆっくり － おそい

③ しっかり － はやい ④ ゆっくり － はやい

⑤ すっかり － おそい

24. 글의 내용으로 알 수 없는 것은?

昔、この 川は とても きれいで いろいろな 魚が 泳いで い

ました。しかし、2年前 川の 近くに 工場が できてから 魚が 

住めなく なって しまいました。工場から いろいろな 物が た

くさん 作られて 人の 生活が 便利に なるのは 悪く ありませ

んが、その ために 自然が 壊されるのは よく ありません。

 *壊
こわ

す : 훼손하다

① 昔、この 川は とても きれいだった。

② 2年前 川の 近くに 工場が たてられた。

③ 川の 近くに 工場が できて 人が いなく なった。

④ 魚は 工場が できてから 川から 見えなく なった。

⑤ 便利な 生活の ために 自然が 壊されるのは よく ない。

25. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은?

ゆり : どうしたんだろう。順子、電話に よ。

みき : おふろじゃない？ あとで また 電話して みよう。

① こない ② でない ③ うけない

④ とらない ⑤ もらわない

26. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것을 <보기>에서 고른 것은?

ゆうべから 窓が  いる。

<보 기>

a. あけて      b. あいて       c. しめて     d. しまって

① a, c ② a, d ③ b, c ④ b, d ⑤ c, d

27. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은?

部屋は  いいです。

① ひろいと ひろほど ② ひろければ ひろいほど

③ ひろかったら ひろほど ④ ひろいければ ひろいほど

⑤ ひろいに なると ひろいほど

28. 빈칸（a), (b)에 들어갈 글자를 조합하여 만들 수 있는 것은? [1점]

◦ここは しずか (a)  町です。

◦むずかし(b)ても がんばってね。

① 着く ② 引く ③ 泣く ④ 空く ⑤ 置く

29. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것만을 <보기>에서 있는 대로 

고른 것은?

<보 기>

a. 伝えください   b. お伝えください   c. お伝えて ください

① a ② b ③ a, c ④ b, c ⑤ a, b, c

30. 밑줄 친 부분의 쓰임이 옳은 것은? 

① これは 千円にも します。 ② テニスで 田中を 勝ちました。

③ かぜに ひいて 寝て います。 ④ あれは どこにでも あります。

⑤ 去年 韓国で 日本に 来ました。

いつ 帰る？

母 18:02

私 18:06

。

後で 電話する。

お母さんに よろしく

。
はい、

では 失礼します。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


